
 10月20日（水）～21日（木）で修学旅行に行ってきました。再々にわたり延期になっていま

したが、感染防止を徹底し、安全に実施することができました。 

 京都への修学旅行は、2年ぶりです。京都は“鳴くよ（794）うぐいす平

安京”で1300年近い「歴史」を誇ってます。長い間その中で育まれたもの

は無限といえるのではないでしょうか。生徒は、1日目のグループでのタク

シー見学、2日目のクラス別見学で多くの文化遺産や自然などを全身の五

感で見て・聞いて・味わって・触れてきました。そ

の中で、「クラスの絆」を深めることができました。

宿泊行事でしか味わえない「同じ釜の飯を食べた仲

間」として、今後の学校生活に繋げて欲しいと思い

ます。 

 安全・安心な修学旅行にするために、3年生が「注

意されるからやる」のではなく、各自がマスクの着

用や手指消毒などを自主的に行う姿は、押原中の

リーダーとして成長を感じました。とても充実した

1泊2日の旅でした。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL：http://oshi-jhs.sakura.ne.jp/seito/blog.cgi 
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「超青頂」～コロナ禍における修学旅行～ 

 1年生の校外学習も11月12日(金)富

士山の麓で校外学習を実施しました。

洞窟樹海探検ツアーや世界文化遺産で

ある富士山をバックにレクリエーショ

ンで学年・学級の団結力をさらに高め

ることができました。 

 10月20日(水)は、素晴らしい天気

の中、２年生のふるさと探訪を実施し

ました。事前学習で山梨の自然や、歴

史、産業など学び、実際に見て触れて

体験することで、山梨の素晴らしさを

再発見したと思います。 



 

県新人戦では、多くの部

が活躍し、好成績を収め

ることができました。また、文化部も輝かしい賞を取ることが

できました。 

11月30日(火) 期末テスト(1日目) 

1２月  1日(水) 期末テスト(2日目) 

    2日(木) 立会演説会 

    3日(金) 生徒会役員選挙投開票 

    6日(月) 学力テスト 

    7日(火) 集金日(～9日) 

   ８日(水) 学校運営協議会 

    13日(月) 生徒総会 

    15日(水) 認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座(2年) 

   20日(月) 三者懇談(～23日) 

   23日(木) 給食終了 

   24日(金) 2学期終業式 

   25日(土) 冬季休業(～1月6日) 

 県教委より｢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ推進事業｣の推

進 校 の 指 定 を 受 け、11 月 12 日 ( 金 ) に、東 京

2020ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ走り高跳び日本代表の鈴木徹氏

をお招きし、講演会を開催しました。日本人初の

義足の走り高跳びの選手として、2000年のｼﾄﾞ

ﾆｰﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸから6大会連続出場・入賞をしてきま

した。今年、開催された東京2020ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸで

は、1m88cmを跳ぶも惜しくも4位の結果でし

た。鈴木氏からは、「チャレンジすることの大切

さ」「人と人とのつながりの大切さ」「ﾘｱﾙな体

験の大切さ」についてのお話を

していただきました。鈴木氏の

お話に生徒は共感し、今後の生

活に役立てたいと言っていまし

た。 

 ***シッティングバレーボール*** 

 今年度、県教委より「オリンピック・パラリン

ピック推進事業推進校」の指定を受けています。そ

の事業活動の一環として、パラリンピックスポーツ

の体験授業が行われました。 床にお尻をつけたま

まのプレーで、チームワークが必要とする競技で

す。生徒は、楽しく競技することができました。 

  道徳公開授業        人権講話(1年) 

 シェイクアウト訓練   落合先生による合唱指導 

○サッカー 優勝 

○ﾊﾞﾚｰ男子 ７位 

○ﾊﾞﾚｰ女子 ３位 

○ｿﾌﾄﾃﾆｽ男子 

【個人】ﾍﾞｽﾄ16 望月・山下 

【団体】惜敗 

○ｿﾌﾄﾃﾆｽ女子 

【個人】優勝 天野・仙澤 

    ２位 佐藤・橋爪 

【団体】優勝 

○ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 惜敗 

○剣道 

【個人】惜敗 末永 

○空手 

【個人 型】惜敗 窪田 

○陸上【駅伝】男女ともに検討 

○卓球男子 

【個人】ﾍﾞｽﾄ16 青田、金子 

    ﾍﾞｽﾄ32 浅川、後藤 

【団体】３位 

○卓球女子 

【個人】３位 小松 

    ﾍﾞｽﾄ8 齊籐 

    ﾍﾞｽﾄ16 武仲 

    ﾍﾞｽﾄ32 細窪、真田 

【団体】優勝 

○自然科学部（科学） 

【日本学生科学賞】県教育長賞 

 古屋・藤原・若林・青島・中井  

○自然科学部（ロボコン） 

【基礎部門】８位 吉澤・佐野 

【制御部門】１位 星野・長沼 

         御﨑・石原 

      ２位 望月・深澤 

         黒澤 

      ３位 酒井・清水 


